
令和３年度穂北中学校だより

５月号

Ｒ３・穂北中スタッフ
校長・伊東から時計回りに…

齊藤 学友（教頭）三財小中[前任]

今村 菜緒（3-1、英語）

矢野佐知子（３副、英語）

本田 浩之（３副、社会）

荒巻 美咲（3組、家庭）

西 隆行（2-1、数学）

神崎 智一（２副、保体）鹿屋体大

佐土瀬康代（２副、養教）五ヶ瀬中等

門松 直子（1-1、国語）

後藤 陽一（2組、社会）都於郡中

米良 公利（１副、理科）

長友 雄次（数学）高鍋東中

浜月 春佳（音楽）

奥野 優子（美術）

吉野サクラ（図書室）

小幡 裕美（スクールサポート）

日高 陽子（事務室）

長友 宏子（事務主任）

穂
北
中
Ｈ
Ｐ

▼
四
月
の
異
動
に
よ
り
、
日
之
影
中
学
校
か
ら
参
り
ま

し
た
伊
東
泰
彦
と
申
し
ま
す
。
妻
南
小
→
妻
中
→
妻
高

の
西
都
出
身
で
丙

午
年
生
ま
れ
で
す
。
職
業
人
生
の
終

ひ
の
え
う
ま

盤
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
故
郷
の
西
都
市
に
勤
務
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
穂
北
地
区

の
皆
様
方
に
早
く
溶
け
込
み
、
様
々
な
地
域
行
事
や
学

校
の
教
育
活
動
を
、
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
と
協
働
し

て
い
け
る
よ
う
、
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
他
に
も
、
齊
藤
教
頭
先
生
（
三
財
小
中
学
校
よ
り
）

を

は
じ
め
、
新
し
く
赴
任
し
た
職
員
が
お
り
ま
す
の
で
、

下
段
に
本
年
度
の
本
校
職
員
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
穂
北
中
は
「
挑
戦
す
る
人
財
の
育
成
」

を
目
標
に
、
激
変
す
る
令
和
時
代
の
中
で
、
新
し
い
こ

と
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
ち
、
将
来
の
自
己
実
現

に
向
け
て
挑
戦
し
て
い
け
る
（
生
き
る
力
を
も
っ
た
）

子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
地
域
の
方
々

と
の
交
流
な
ど
が
で
き
な
い
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
先
般
、
西
都
市
内
の
中
学
校
の
再
編
計
画
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
五
年
間
に
お
け
る
本
校
の
取
組
は
、
穂
北
地
域
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
当
面
、
自
分
が
や
れ
る
こ
と
と
し
て
、
「
こ
の

校
長
だ
よ
り
を
穂
北
校
区
の
皆
様
に
お
配
り
し
、
学
校
や
生
徒

の
様
子
を
発
信
し
て
い
こ
う
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校長

今年一年間、どうぞよろしくお願いいたします！

校長

伊東泰彦

（日之影中より）

教頭

齊藤学友

（三財小中より）

Ｒ３教育目標

激変する社会の中で、

学びに向かう力を高め続けながら
将来の自己実現に向けて

挑戦していける人財を育てていきたい
と思います。

校長・伊東



山崎有璃さん・誓いの言葉【要旨】

コロナウィルスが心配な中、このような素晴らしい入学式を行っていただき感激しています。

初めての中学校生活で不安はありますが、一日でも早く中学校生活に慣れ、何事にも進んで活動

していきたいと思います。特にがんばりたいことは次の３つです。

１ 勉 強 中学校の勉強は難しくなるので家での予習復習やテスト勉強をしっかりやりたい。

２ 生活態度 あいさつや返事、敬語など礼を正した生活を送りたい。制服もきちんと着こなしたい。

３ 部 活 動 野球部での活動をとおして体を鍛え、あいさつや返事もしっかりと行い、チーム

の目標達成に貢献したい。

新入生が入学してきましたので、生徒会による新入生

向けのオリエンテーションを行いました。前半は、生徒

会活動の説明です。

清掃の様子を演じる寸劇を交えたり、プレゼンテーシ

ョンを行ったりしながら、「新入生にできるだけわかり

やすく説明してあげたい」という、生徒会のみなさんの

優しい思いが伝わってくる説明でした。

← 後半は、部活動紹介です。

女子ソフトテニス部、サッカー部、

女子バレー部、野球部による活動紹

介と新入生に対するアピールが行わ

れました。

先輩たちの熱量と活気が伝わって

くる時間で、新入生もとても楽しそ

うでした。

３５名の新入生が入学してきました！

４
月
９
日
、
第

回
目
の
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

７５

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ

名
の
新
入
生
が
入

３５

学
し
て
く
れ
、
全
校
生
徒
が

名
と
な
り
ま
し
た
。
コ

８８

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
来
賓
の
制
限
や
内

容
の
一
部
削
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、
立
派
な
式
を
無
事

に
挙
行
で
き
ま
し
た
。
学
級
担
任
の
先
生
の
点
呼
に
し

っ
か
り
と
返
事
を
し
て
く
れ
る
新
入
生
た
ち
の
姿
は
と

て
も
立
派
で
し
た
。
新
入
生
を
代
表
し
、
山
崎
有
璃(

み

り)

さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
述
べ
ま
し
た
。

新入生代表誓いの言葉・山﨑有璃さん

新入生オリエンテーションの実施



穂北中生の様子を初めて見ましたが、朝の挨拶や奉仕活動、授業態度、清掃へ取り組む姿勢な

ど、かなり立派だと感じています。その裏には、どうやら生徒会の働きかけやリーダーシップが

あると感じてきました。そこで、生徒会長の橋口千里さんに少し話を聞いてみました。

マンダラチャートとは思考ツールの一つで、目標達成シートと呼ば

れたりします。根本的な目標を

中心に据え、それを達成するた

めの具体的な項目を周辺に書き

足して可視化していくフレーム

ワークのことです。

穂北中では、今年の生徒総会

で、このマンダラチャートを穂

北中ならではの独自のスタイル

にアレンジし、周辺から中心に

向かって討議しながら、漢字一

文字を決めていく予定です。

第７３期・生徒会の挑戦

穂北中生の良いところを教えてください。

今思っていることは、次の３つです。

① とても明るいところ。

② 良い意味で、３年生から１年生までの距離

が近く、仲が良いところ。

③ あいさつがよくなってきたところ。

第７３代生徒会長

橋口千里さん（３年）

第７３期の生徒会スローガンは「結」（ゆい）

という言葉だと聞きました。どんな思いが込め

られているのですか？

全校生徒の思いが一つとなり、みんなの力が結びついていろんなこと

を成し遂げていく…。そんな思いが込められています。

とてもよいスローガンだと思います。今年の生徒会でも、漢字一文字

のスローガンを考えてますか。

はい。前回は「空」でした。今回も生徒みんなの意見を聞きながら決

めたいと思います。

漢字一文字に思いを詰めるスローガン、とてもいい取組です。実は

生徒会の先生とも相談し、今年は「マンダラチャート」という思考ツ

ールを使って漢字一文字を決めてみようと思います。

また、ＩＣＴも活用した生徒総会を考えていますが、一緒に挑戦し

てくれますか。

大谷翔平選手の作ったマンダラチャートを私も見てみました。初めて

の取組になりますが、生徒会で協力して挑戦していきたいと思います。

結び飾り
生徒会スローガンの「結」を

見て、日之影町のわら細工・結

び飾りを思い出しました。

結び飾りは、たくさんの

人たちの輪の中で、実り多

き人生となるよう願いを込

めた小さな飾りです。縄の

円は人々の輪、稲穂は実り

を表しています。

-わら細工・たくぼ-

大谷選手が高１の時につくったもの（部分）

挑戦



※ 文中で紹介した上穂北村百年記念「穂北」（穂北史談会・平成２年）という本が、西都市立

図書館にありました。表紙は、杉安堰を背景に臼太鼓のひもろぎがなびいている写真です。

本校の図書室や校長室にはこの本がないのですが、穂北地区の歴史を知るにはとても貴重な

本だと思いました。もし、ご自宅にこの本が２冊あるとか、読み終わったので寄贈してもよい

という方がおられましたら、穂北中・校長までご連絡いただけませんか（４３－３２２１）。

▲西都原・高取山頂から見える「壽き田の里」

【５月の主な行事】

7日……さいと学オリエンテーション

スクールカウンセラー来校

10日……眼科検診

11日……教育相談（～14日）

12・13日…実力テスト(３年生)

17日……耳鼻科検診

19日……ＱＵ検査

21日……生徒総会

スクールカウンセラー来校

26日……キャリア教育講話（2・3年）

27日……進路学習講話（全学年）

【
穂
北
考
】
穂
北
中
に
赴
任
し
た
日
、
ま
ず

は
校
内
を
巡
っ
て
み
た
。
体
育
館
２
Ｆ
の

横
断
幕｢

稲
穂
北
に
輝
く
に
ぎ
り
め
し｣

が

と
て
も
鮮
烈
だ
っ
た
。
壁
に
あ
る
校
歌
を

見
る
と
、
三
番
の
歌
詞｢

穂
波
ゆ
る
壽
き
田

ほ

の
里｣
と
い
う
格
調
の
高
い
フ
レ
ー
ズ
に
心

が
揺
れ
た
。
先
日
校
長
だ
よ
り
を
書
こ
う

と
先
代
校
長
の
そ
れ
を
見
れ
ば
、
タ
イ
ト

ル
は
や
は
り｢
稲
穂
北
に
輝
く
…｣

で
あ
る
。

稲
穂
北
と
い
う
文
字
や
地
名
に
興
味
が
わ

き
、｢

上
穂
北
村
百
年
記
念
誌
※｣

を
紐
解

い
て
み
た
▼
穂
北
の
歴
史
は
古
く
、
遠
く

平
安
時
代
に
は｢

穂
北
郷｣
と
い
う
名
称
が

使
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
穂

北
十
村(

北
方
・
南
方
・
調
殿
・
童
子
丸
［
＝
上
穂
北
］
／
右
松
・
国
富
・
黒

生
野
・
現
王
島
［
＝
下
穂
北
］)

は
日
向
国
最
大
の
天
領
で

あ
っ
た
。
近
代
以
降
も
、
Ｓ

の
妻
町
と

３０

の
合
併(

同
年
西
都
町
誕
生
、
Ｓ

市
に
昇
格)

ま
で
、
こ
の
地

３３

は｢

上
穂
北｣

と
い
う
行
政
区
で
あ
っ
た
▼｢

穂
北｣

の

地
名
由
来
に
は
諸
説
あ
る
ら
し
い
が
、
い
ず
れ
も

｢

稲｣

と｢

西
都
原｣

が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

西
都
原
の
最
高
地
・
高
取
山
か
ら
は
、
す
ぐ
眼
下
に

穂
北
の
地
が
見
下
ろ
せ
る
が
、｢

男
・
女
狭
穂
塚
の
あ

る
狭
穂
の
聖
地
の
北
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
穂
北
と

呼
ば
れ
た｣

説
。
ま
た｢

西
都
原
聖
地
を

壽

ぎ
祀
る

こ
と
ほ

た
め
の
お
米
を
作
る
田
の
あ
っ
た
場
所
だ
っ
た
こ
と
か

ら
壽
き
田
と
呼
ば
れ
た｣

説
な
ど
、
い
ず
れ
も
格
式
の
あ

る
由
来
で
あ
る
▼
つ
い
先
日(

四
月
十
六
日)

、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
穂
北
中
の
校
歌
が
取
り
上
げ
ら
れ｢

♪
穂
波
ゆ
る
壽

き
田
の
里
♪｣

が
県
下
に
流
れ
た
。
こ
れ
か
ら
五
年

間
、
本
校
の
生
徒
に
は
誇
り
を
も
っ
て
こ
の
校
歌
を

歌
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

(

校
長
・
伊
東)

こ
の
校
長
だ
よ
り
の
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
先
輩
校
長
先
生
方
の

穂
北
愛
が
込
め
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
言
霊
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
継
承
し
、
本
校
の
取
組
を
穂
北
の
方

々
へ
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
・
生
徒
が
、
保
護
者
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
協
働
し

【
＝
に
ぎ
り
め
し
】
、
穂
北
な
ら
で
は
の
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

【
＝
稲
穂
北
に
輝
く
】
の
実
現
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ほ き た

穂北中


